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■
前
原
か
づ
え

①
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
、
健
康
調
査
、
汚
染

土
壌
早
期
撤
去
、
今
後
の
開
発
問
題
②
循
環

バ
ス
改
善
③
出
産
に
か
か
る
費
用
の
補
助

■
山
口
公
悦

①
小
中
学
校
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
②
介
護

保
険
改
悪
か
ら
住
民
を
守
れ
③
私
道
の
整
備

の
再
開
④
公
用
封
書
な
ど
に
点
字
の
表
示
を

■
山
川
寿
美
江

①
循
環
バ
ス
を
旧
上
福
岡
地
区
で
も
運
行
せ

よ
②
十
九
年
九
月
議
決
予
定
の
新
市
総
合
振

興
計
画
に
住
民
の
声
・
議
員
の
声
を
生
か
せ

■
塚
越
洋
一

①
県
道
上
福
岡
踏
切
の
拡
張
と
交
通
安
全
指

導
員
の
配
置
を
②
自
衛
隊
大
井
通
信
所
の
施

設
増
強
と
国
民
保
護
法
と
の
問
題

■
鈴
木
　
実

①
桜
通
線
、
東
西
連
絡
道
路
の
見
直
し
を

②
四
十
歳
か
ら
の
無
料
基
本
健
診
の
継
続
を

③
非
核
平
和
「
宣
言
」「
平
和
像
」
を
生
か
せ

■
高
野
正
得

①
地
方
債
の
新
た
な
資
金
調
達
方
法
の
活
用

は■
田
村
法
子

①
循
環
バ
ス
事
業
の
見
直
し
は
コ
ー
ス
だ
け

で
な
く
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
新
た
な
交
通
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を

■
有
山
　
茂

①
地
震
等
の
耐
震
に
つ
い
て

②
本
庁
舎
・
大
井
総
合
支
所
の
安
全
性
は

③
老
朽
化
の
消
防
本
部
は
安
全
か

■
鈴
木
啓
太
郎

①
福
岡
中
央
公
園
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
何
を

目
指
す
か
②
桜
通
線
決
定
に
当
た
っ
て
住
民

意
思
確
認
や
市
民
参
加
は
い
か
に
進
ん
だ
か

の
要
望
が
実
っ
て
、年
間
一
、〇
五
一

万
円
の
基
地
交
付
金
が
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
防
衛
庁
側
が

周
辺
住
民
の
危
険
性
を
認
め
た
上

で
の
こ
と
。
基
地
を
抱
え
る
地
元

の
自
治
体
の
首
長
と
し
て
、
国
民

保
護
法
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

答
　
施
設
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
危
険
性
が
高
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
情
報
を
生
か
す
こ
と
で
危

険
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

防
犯
施
策

問
　
お
母
さ
ん
方
は
子
ど
も
の
安

全
確
保
を
行
政
に
求
め
て
い
る
。

市
が
防
犯
に
対
し
て
的
確
に
施
策

を
推
進
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
は
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
に
交
番
の

早
期
設
置
と
学
校
及
び
市
民
の
防

犯
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

答
　
交
番
設
置
は
十
八
年
度
設
計

予
定
で
す
。
市
の
Ｈ
Ｐ
に
不
審
者

情
報
を
全
校
一
本
で
連
絡
す
る
こ

と
と
、
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
を
配

信
登
録
し
て
連
絡
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
犯
の
最
大
の
施
策
は

防
犯
へ
の
意
識
高
揚
で
す
。
民
間

の
団
体
あ
る
い
は
個
人
で
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
一

月
に
全
町
内
会
に
希
望
を
取
る
予

次
世
代
に
残
す
豊
か
な
環
境

暮らし

隊
員
や
消
防
団
員
に
防
じ
ん
マ
ス

ク
を
配
備
す
べ
き
。

答
　
福
岡
小
学
校
の
体
育
館
の
天

井
は
、
卒
業
式
ま
で
に
除
去
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

学
校
は
囲
い
込
み
を
行
な
い
ま

す
。
防
じ
ん
マ
ス
ク
は
、
全
消
防

隊
員
分
と
消
防
団
ご
と
に
配
備
す

る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

定
で
す
。

　

ご
み
収
集

問
　
上
福
岡
、
大
井
町
の
ご
み
の

収
集
方
法
や
資
源
ご
み
の
分
別
方

法
が
異
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
事

業
す
り
合
わ
せ
の
た
め
、
住
民
参

加
の
﹁
検
討
委
員
会
﹂
を
設
置
し

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
す
り
合
わ
せ
は
十
九
年
度
を

め
ど
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
は
、
住
民
の
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
市
民
参
加
で
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

教
科
書
の
再
利
用

問
　
教
科
書
を
回
収
し
古
紙
と
し

て
再
利
用
す
る
の
で
な
く
、
毎
年

繰
り
返
し
使
用
し
て
物
の
大
切

さ
、
資
源
の
大
切
な
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
に
学
ば
せ
た
ら
と
思
う
が
。

答
　
子
ど
も
た
ち
に
教
科
書
を
大

切
に
し
て
環
境
教
育
を
し
て
い
く

こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
教
科

書
の
年
限
も
あ
り
現
状
で
は
難
し

い
で
す
。

　

街
灯
の
光
害
対
策

問
　
市
道
の
街
灯
が
道
の
み
な
ら

ず
、
田
や
畑
ま
で
照
ら
し
て
い
る
。

夜
が
明
る
い
と
農
作
物
は
成
長
障

害
を
起
こ
す
。
改
善
を
し
て
ほ
し

い
。

答
　
街
灯
の
角
度
を
変
え
た
り
光

の
量
を
減
ら
し
た
り
の
工
夫
を
し

て
、
農
作
物
に
光
害
が
起
き
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
　

問
　
昨
年
の
十
二
月
議
会
で
取
り

上
げ
た
と
き
は
、﹁
石
綿
使
用
は
な

い
﹂
と
の
回
答
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
今
度
の
調
査
で
ア
ス
ベ
ス
ト

が
小
中
学
校
な
ど
い
く
つ
か
の
施

設
で
発
見
さ
れ
た
。
学
校
生
活
や

卒
業
式
に
影
響
し
な
い
よ
う
、
撤

去
を
急
げ
な
い
か
。
ま
た
、
消
防

福岡小のアスベスト囲い込み工事後の様子（今年度中に除去）

　

東
京
海
上
日
動
火
災
グ
ラ
ウ

　

ン
ド
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

問
　
汚
染
土
壌
の
早
期
撤
去
と
、

周
辺
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
、

健
康
調
査
、
住
宅
敷
地
内
の
土
壌

調
査
を
早
急
に
。
今
後
の
開
発
を

住
民
が
心
配
し
て
い
る
。
住
宅
環
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■
大
石
正
英

①
ふ
じ
み
野
市
総
合
基
本
計
画
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
そ
の
委
員
会
構
成

②
ふ
じ
み
野
市
都
市
計
画
区
域
の
一
体
性

■
民
部
佳
代

①
行
政
評
価
の
活
用
②
コ
ン
ビ
ニ
支
払
い
や

電
子
申
請
が
可
能
な
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
③

仮
称
大
井
第
七
小
の
学
区
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
岸
川
彌
生

①
市
の
防
犯
対
策
と
し
て
交
番
の
早
期
設
置

を
②
児
童
・
生
徒
の
安
全
に
つ
い
て
③
北

野
・
藤
間
陸
橋
を
自
転
車
で
通
れ
る
よ
う
に

■
伊
藤
美
枝
子

①
不
登
校
対
策
（
不
登
校
の
未
然
防
止
と
解

決
策
）
②
発
達
障
害
へ
の
支
援
（
早
期
発
見

と
早
期
療
育
・
教
育
現
場
で
の
支
援
）

■
松
田
薫
三

①
ふ
じ
み
野
市
を
日
本
一
の
ま
ち
に
す
る
た

め
に
は
、
諮
問
機
関
が
必
要
②
公
務
員
の
自

覚
と
責
任
、
職
員
の
格
差
の
是
正
は

■
野
沢
裕
司

①
農
作
物
へ
の
光
害
の
防
止

②
学
校
教
科
書
の
リ
サ
イ
ク
ル

■
岩
崎
公
夫

①
上
福
岡
駅
東
口
駅
前
整
備
の
狭
あ
い
部
分

の
解
消
と
放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

②
ご
み
の
収
集
方
法
と
分
別
対
策
に
つ
い
て

■
高
橋
順
子

①
少
子
化
対
策
（
待
機
児
童
・
病
後
児
保
育

ほ
か
）
②
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
小
・
中

学
校
へ
拡
大
③
大
井
町
教
育
相
談
室
の
整
備

一 般 質 問

境
を
壊
す
こ
と
の
な
い
よ
う
開
発

申
請
に
対
し
て
は
、
適
切
な
指
導

を
せ
よ
。

答
　
県
の
指
導
の
も
と
、
第
三
次

　

旧
大
井
町
へ
も
保
育
料
減
　

　

免
制
度
を

問
　
合
併
協
定
で
サ
ー
ビ
ス
は
高

く
、
負
担
は
低
く
と
な
っ
て
い
る
。

保
育
料
は
値
上
げ
す
べ
き
で
は
な

い
。
旧
上
福
岡
市
の
家
庭
保
育
室

利
用
者
の
保
育
料
減
免
制
度
を
、

旧
大
井
町
へ
も
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

答
　
保
育
料
は
差
異
が
あ
る
の
で

保
護
者
等
に
説
明
し
、
理
解
を
得

た
上
で
十
九
年
四
月
を
め
ど
に
改

正
し
て
い
き
ま
す
。
家
庭
保
育
室

へ
の
補
助
金
、
減
免
な
ど
も
十
九

年
四
月
を
め
ど
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

無
料
基
本
健
診
の
有
料
化
　

　

撤
回
を

問
　
四
十
歳
か
ら
の
無
料
基
本
健

診
を
有
料
化
す
る
方
向
が
出
さ
れ

見
制
度
利
用
支
援
事
業
﹂
の
実
施

を
提
案
し
た
い
。

答
　
制
度
の
必
要
性
を
強
く
認
識

し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
早

い
時
期
に
実
施
し
た
い
。

　

公
用
封
筒
に
点
字

問
　
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
、
公

用
の
封
筒
な
ど
に
点
字
の
表
示
を

す
る
よ
う
提
案
す
る
。

答
　
市
役
所
で
使
用
す
る
封
筒
等

福祉

サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を
な
く
す
た
め
に

調
査
中
で
す
。
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
対
応
し
ま
す
。
今
後
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
当
然
、
住
民
の
不

安
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
い
つ
か

ら
実
施
を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た

市
民
の
負
担
額
は
。
受
診
率
の
低

下
に
つ
な
が
る
有
料
化
は
撤
回
す

べ
き
。

答
　
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う

意
識
が
高
ま
っ
た
の
で
、
無
料
健

診
の
目
的
は
達
し
た
と
考
え
ま

す
。
有
料
化
は
十
八
年
度
か
ら
実

施
予
定
で
一
、
〇
〇
〇
円
か
ら
一
、

三
〇
〇
円
程
度
で
す
。

　

訪
問
販
売
被
害
対
策
に
　
　
　

　

成
年
後
見
制
度
利
用
を

問
　
認
知
症
高
齢
者
の
訪
問
販
売

被
害
が
社
会
問
題
化
し
、
高
齢
者

が
被
害
を
免
れ
る
対
策
と
し
て
、

※
﹁
成
年
後
見
制
度
﹂
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
利
用
を
促
進
さ
せ
る
上
で
、

ふ
じ
み
野
市
に
お
け
る
﹁
成
年
後

に
点
字
表
示
を
す
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。

　

発
達
障
害
児
の
早
期
発
見

問
　
調
査
で
は
、
通
常
の
学
級
に

在
籍
し
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を

必
要
と
す
る
発
達
障
害
児
童
生
徒

は
六
・
三
％
も
お
り
、
ぜ
ん
そ
く

の
被
患
率
を
上
回
る
数
字
で
あ

る
。
早
期
発
見
・
早
期
療
育
が
大

変
重
要
だ
。
乳
幼
児
健
診
に
携
わ

る
保
健
師
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
知
識
不
足
と
の
結
果
が
出
て
い

る
。
早
期
発
見
に
は
、
乳
幼
児
健

診
が
一
番
の
近
道
な
の
で
保
健
師

へ
の
研
修
の
実
施
を
。

答
　
研
修
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

待
機
児
童
の
解
消
は
ど
の
　

　

く
ら
い

問
　
保
育
所
の
待
機
児
童
は
、
合

併
の
結
果
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
五
歳

児
が
全
体
で
百
五
十
四
名
い
る
。

ど
こ
ま
で
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答
　
十
八
年
度
に
お
い
て
定
員
百

二
十
名
の
︵
仮
称
︶
鶴
ヶ
岡
第
二

保
育
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
定
員

百
三
十
名
の
上
野
台
保
育
所
の
建

て
替
え
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お

り
、
相
当
程
度
解
消
が
期
待
で
き

ま
す
。

※
成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
家
庭
裁
判
所
で
選
ば
れ
た
後
見
人

が
Ὶ
本
人
の
利
益
を
考
え
な
が
ら
代

理
で
契
約
等
を
し
Ὶ
認
知
症
等
の

方
々
の
保
護
・
支
援
を
す
る
制
度
Ί

建設中の（仮称）鶴ヶ岡第２保育所
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